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体
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・
社
会

１
―
市
観
光
協
会
Ｐ
Ｒ
誌
「
横
浜
の
た
よ
り
」

衣
替
え
。
▽
職
員
向
け
非
行
防
止
手
引
書
「
あ

な
た
と
職
場
の
た
め
に
」
を
全
職
員
に
配
布

２
―
市
政
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
基
本
構
想
案

を
同
検
討
委
が
市
長
に
報
告

３
―
第
三
三
回
横
浜
み
な
と
祭
・
国
際
仮
装
行

列
。
】
二
〇
万
人
の
人
出
。
▽
「
横
浜
い
い
じ
や

ん
会
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
パ
ー
ク
づ
く
り
の

実
験
（
横
浜
公
園
）

５
―
金
沢
自
然
公
園
動
物
区
で
イ
ン
ド
・
ボ
ン

ベ
イ
市
か
ら
贈
ら
れ
た
二
頭
の
ゾ
ウ
一
般
公
開

７
―
市
、
「
よ
こ
は
ま
女
性
計
画
」
発
表

９
―
｢
関
口
日
記
」
全
二
六
巻
が
完
成

1
0
―
市
、
「
文
化
基
本
構
想
」
発
表

1
3
―
金
沢
区
と
福
島
県
猪
苗
代
町
と
の
「
ま
ち

と
む
ら
の
交
流
モ
デ
ル
事
業
」
の
初
会
合

1
5
―
市
公
害
対
策
審
議
会
、
環
境
管
理
計
画
を

市
長
に
答
申

1
6
―
市
港
湾
局
、
帆
船
日
本
丸
係
留
ド
ッ
ク
の

名
称
を
「
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
と
正

式
決
定
し
た
と
発
表
。
▽
市
営
地
下
鉄
一
号
線

の
藤
沢
へ
の
延
伸
乗
り
入
れ
問
題
で
両
市
首
脳

初
会
談

1
8
―
市
長
、
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」
第

二
次
実
施
計
画
を
発
表

2
1
―
市
会
定
例
会
開
会
（
～
3
1
）

2
2
―
「
上
行
寺
東
や
ぐ
ら
群
遺
跡
」
の
保
存
問

題
で
、
や
ぐ
ら
四
一
基
の
う
ち
一
基
を
保
存
す

１
―
昭
和
五
十
九
年
分
高
額
納
税
者

発
表
。
上
位
一
、
〇
〇
人
の
う
ち
四

九
人
は
土
地
譲
渡
所
得
者
。
▽
運
輸

省
、
港
湾
の
情
報
機
能
強
化
な
ど
を

目
標
と
す
る
長
期
政
策
「
二
十
一
世

紀
へ
の
港
湾
」
ま
と
め
る
。
４
―
第

一
一
回
先
進
国
首
脳
会
議
（
ボ
ン
・

サ
ミ
ッ
ト
）
経
済
宣
言
発
表
。
▽
総

務
庁
統
計
局
、
一
五
歳
未
満
の
子
ど

も
二
、
六
二
七
万
人
で
前
年
よ
り
四

一
万
人
減
少
（
四
月
一
日
現
在
の
推

計
値
）
。
８
―
川
崎
市
個
人
情
報
保

護
制
度
研
究
委
員
会
、
「
人
権
と
し

て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
障
の
た

め
に
」
提
言
。
本
人
の
訂
正
・
消
去

請
求
権
の
充
実
を
求
め
る
。
1
2
―
フ

ラ
ン
ス
の
画
家
、
シ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
氏
死
去
（
8
3
）
。
1
5
―
Ｖ

Ｄ
Ｔ
業
務
で
妊
産
婦
の
三
六
％
に
異

常
（
総
評
マ
イ
コ
ン
調
査
委
）
。
1
7
―

三
菱
石
炭
鉱
業
南
大
夕
張
砿
業
所
で

ガ
ス
事
故
。
▽
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
、
可
決
成
立
。
2
0
―
世
界
大
都
市

サ
ミ
ッ
ト
会
議
開
催
、
都
市
経
営
の

理
念
と
政
策
を
中
心
に
論
議
。
2
1
―

郵
便
局
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
の

中
間
報
告
。
地
域
の
情
報
通
信
基
地

に
と
提
言
。
2
3
―
横
須
賀
市
で
「
市

文
化
条
例
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

う
市
民
の
会
」
の
集
会
。
2
7
―
経
企

る
な
ど
の
市
教
委
の
見
解
を
市
会
第
六
常
任
委

が
了
承

2
3
―
市
、
産
業
廃
棄
物
処
理
の
指
導
計
画
策
定

2
4
―
金
沢
区
の
ア
メ
ニ
テ
イ
ー
タ
ウ
ン
計
画
、

市
会
第
二
常
任
委
で
報
告

2
5
―
「
世
界
の
お
茶
と
音
楽
と
踊
り
を
あ
な
た

に
」
が
大
通
り
公
園
石
の
広
場
で
始
ま
る

2
7
―
六
都
県
市
首
脳
会
議
（
首
都
圏
サ
ミ
ッ
ト
）

で
国
土
庁
、
「
首
都
改
造
計
画
」
発
表

１
―
横
浜
開
港
一
二
六
周
年
記
念
式
典

２
―
鶴
見
区
生
麦
で
「
蛇
も
蚊
も
祭
り
」
子
ど

も
ら
五
〇
〇
人
参
加
、
▽
第
四
回
横
浜
ど
ん
た

く
パ
レ
ー
ド
、
八
八
万
人
の
人
出

５
―
テ
レ
ト
ピ
ア
促
進
協
議
会
総
会
、
会
長
に

細
郷
市
長
を
選
出
。
▽
市
が
横
浜
に
関
連
し
た

学
術
研
究
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
を
発
表

８
―
高
齢
化
社
会
対
策
室
の
新
設
な
ど
機
構
改

革
実
施
。
▽
「
横
浜
ホ
タ
ル
の
つ
ど
い
」
　
（
横

浜
ほ
た
る
の
会
な
ど
主
催
）
開
催
（
～
９
）
。

▽
ヨ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
語
と
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催

1
1
―
金
沢
埋
め
立
て
地
で
〝
ふ
る
さ
と
の
森
づ

く
り
〟
を
目
指
す
記
念
植
樹
祭
開
催

1
5
―
金
沢
区
の
「
区
民
の
つ
ど
い
」
約
六
〇
〇

人
参
加
。
斎
場
問
題
に
質
疑
が
集
中

1
6
―
磯
子
区
杉
田
の
坪
呑
池
周
囲
で
第
一
回

庁
、
新
指
標
「
国
民
生
活
指
標
」
発

表
。
目
立
つ
中
高
年
夫
婦
の
離
婚
、

長
期
欠
席
中
学
生
の
増
加
。
▽
住
宅

審
、
今
後
の
宅
地
行
政
の
在
り
方
答

申
。
2
8
―
郵
政
省
の
画
像
通
信
に
関

す
る
調
査
研
究
会
、
電
子
図
書
館
シ

ス
テ
ム
建
設
構
想
提
言
。
2
9
―
経
企

庁
、
「
高
度
情
報
化
社
会
に
関
す
る

イ
メ
ー
ジ
調
査
」
発
表
。
ホ
ー
ム
シ

ョ
ツ
ピ
ン
グ
や
テ
レ
ビ
会
議
は
家
庭

の
主
婦
に
人
気
な
し
。

２
―
中
高
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
六
五

・
四
％
が
転
勤
し
た
く
な
い
（
労
働

省
調
査
）
。
６
―
田
中
角
栄
元
首
相

の
東
京
都
平
河
町
の
事
務
所
閉
鎖
。

▽
日
弁
連
、
「
人
権
白
書
」
発
行
。

子
ど
も
の
人
権
は
危
機
的
な
様
相
を

帯
び
て
い
る
と
し
、
子
ど
も
の
「
発

達
成
長
権
」
　
（
子
ど
も
が
自
ら
開
花

し
、
成
長
を
遂
げ
る
権
利
）
提
唱
。

７
―
所
得
隠
し
総
額
五
五
〇
億
円
、

脱
税
総
額
三
四
八
億
円
で
史
上
最
高

　
（
昭
和
五
十
九
年
度
の
国
税
庁
。
「
脱

税
白
書
」
）
。
８
―
昭
和
五
十
八
年

中
の
自
殺
者
約
二
四
、
〇
〇
〇
人
、

離
婚
件
数
約
一
七
九
、
〇
〇
〇
組
、

熟
年
の
自
殺
、
離
婚
が
目
立
つ
。
死

因
一
位
は
ガ
ン
、
一
八
二
、
二
三
五

人
。
出
生
率
、
人
口
千
人
当
た
り
一

*
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「
つ
ぼ
の
み
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
Ｌ
大
会
」
開
催
。

▽
緑
区
都
田
公
園
で
ブ
ー
メ
ラ
ン
教
室
開
催

1
8
―
中
日
人
材
交
流
委
員
会
の
陳
副
主
任
ら
市

長
を
表
敬
訪
問
。
▽
市
文
化
財
審
議
会
の
山
中

会
長
ら
が
上
行
寺
東
や
ぐ
ら
郡
遺
跡
全
面
保
存

の
要
望
書
を
市
長
、
教
育
長
に
提
出

1
9
―
横
浜
「
そ
ご
う
美
術
館
」
、
財
団
法
人
設

立
認
可

2
0
―
国
鉄
関
内
駅
改
良
工
事
完
工
式

2
2
―
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
二
〇
周

年
記
念
演
奏
会
の
た
め
来
日
し
た
バ
ン
ク
ー
バ

上
父
響
楽
団
員
が
市
立
桜
丘
高
と
南
高
吹
奏
楽

部
員
対
象
に
ク
リ
ニ
ッ
ク

2
4
―
市
建
築
局
、
第
一
次
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
結

果
発
表

2
6
―
「
横
浜
の
指
紋
押
捺
拒
否
者
を
支
え
る
会
」

な
ど
県
下
四
団
体
が
外
国
人
登
録
法
改
正
働
き

か
け
な
ど
の
要
望
書
を
中
区
長
に
提
出

2
8
―
オ
デ
ッ
サ
市
の
シ
モ
ネ
ン
コ
市
長
ら
が
市

長
を
表
敬
訪
問

３
―
三
菱
地
所
、
M
M
2
1
地
区
へ
の
企
業
立
地

意
向
調
査
結
果
公
表

６
―
「
朝
鮮
の
統
一
と
ア
ジ
ア
の
平
和
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ア
ジ
ア
太
平
洋

平
和
政
策
研
究
所
主
催
）
開
幕
（
～
８
）
。
▽

　
「
治
君
の
自
殺
問
題
を
考
え
る
集
い
」
開
催

９
―
横
浜
み
な
と
み
ら
い
2
1
会
社
、
「
M
M
2
1

彫
刻
展
・
ヨ
コ
ハ
マ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
行
う

二
・
五
人
（
厚
生
省
の
人
口
動
態
統

計
）
。
1
0
―
建
設
省
の
「
高
度
情
報

化
の
都
市
整
備
懇
談
会
」
が
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
テ
ィ
（
頭
脳
都
市
）

の
実
現
が
必
要
と
す
る
構
想
ま
と
め

る
。
1
1
―
尊
厳
死
の
権
利
の
カ
レ
ン

さ
ん
死
去
。
1
3
―
人
材
開
発
問
題
研

究
会
が
「
今
後
の
わ
が
国
産
業
に
お

け
る
人
材
開
発
・
人
材
活
用
の
あ
り

方
」
ま
と
め
る
。
1
6
―
法
務
省
、
国

に
利
害
関
係
の
あ
る
裁
判
の
動
向
に

つ
い
て
「
訟
務
の
概
況
」
を
初
め
て

ま
と
め
る
。
1
7
―
行
革
審
分
科
会
、

内
閣
の
総
合
調
整
機
能
強
化
に
関
す

る
報
告
書
提
出
。
1
8
―
金
取
引
商
法

で
問
題
の
豊
田
商
事
永
野
会
長
刺
殺

さ
れ
る
。
2
2
―
川
崎
市
会
委
で
個
人

情
報
保
護
粂
例
案
が
可
決
。
2
6
―
臨

教
審
、
第
一
次
答
申
。
個
性
重
視
の

原
則
を
柱
に
八
項
目
の
基
本
的
考
え

方
を
提
示
。
2
8
―
日
本
人
の
平
均
寿

命
、
女
性
八
〇
・
一
八
歳
、
男
性
七

四
・
五
四
歳
（
簡
易
生
命
表
）
。

１
―
行
革
審
の
地
方
行
革
推
進
小
委

員
会
、
機
関
委
任
事
務
八
〇
、
許
認

可
な
ど
国
の
権
限
五
四
事
項
の
廃
止

権
限
移
譲
な
ど
整
理
・
合
理
化
す
べ

き
と
の
報
告
書
提
出
。
３
―
行
革
審

の
規
制
緩
和
分
科
会
。
公
的
規
制
二

五
八
項
目
の
緩
和
を
求
め
る
報
告
書

提
出
。
５
―
昭
和
五
十
九
年
の
覚
せ

い
剤
押
収
量
過
去
最
高
（
厚
生
省
麻

こ
と
を
発
表

1
1
―
運
輸
政
策
審
議
会
「
東
京
圏
に
お
け
る
高

速
鉄
道
を
中
心
と
す
る
交
通
網
の
整
備
に
関
す

る
基
本
計
画
」
答
申
。
M
M
2
1
線
、
横
浜
環
状

線
な
ど
盛
り
込
ま
れ
る

1
3
―
溺
横
浜
経
済
人
会
議
開
催
、
高
秀
秀
信
氏

ら
基
調
講
演
。
Ｆ
Ｉ
横
浜
誘
致
な
ど
議
論

1
5
―
市
、
指
紋
押
な
っ
問
題
で
法
務
省
通
達
順

守
の
姿
勢
を
打
ち
出
す

1
6
―
横
浜
・
丘
と
海
の
祭
り
一
〇
〇
人
委
員
会

第
一
回
総
会
。
委
員
長
に
牧
野
昇
氏
選
出

1
8
―
市
、
市
行
政
管
理
指
針
を
十
月
ま
で
に
策

定
す
る
と
発
表

2
0
―
み
な
と
祭
国
際
花
火
大
会
開
催
。
過
去
最

高
の
二
〇
万
人
の
人
出

2
2
―
市
長
、
東
京
湾
横
断
道
路
着
工
を
無
条
件

で
受
け
入
れ
る
と
表
明
。
▽
動
物
園
問
題
懇
談

会
、
動
物
園
の
有
料
化
や
野
毛
山
動
物
園
の
将

来
像
な
ど
の
提
言
を
市
長
に
答
申

2
5
―
市
、
広
域
避
難
場
所
見
直
し
。
新
た
に
一

〇
ヵ
所
指
定

2
6
―
市
中
央
児
童
相
談
所
改
築
の
完
工
式

2
7
―
第
四
回
横
浜
薪
能
開
催
。
「
高
砂
」
「
安

達
原
」
な
ど
上
演
。
▽
鶴
見
川
の
水
質
汚
濁
が

全
国
一
級
河
川
ワ
ー
ス
ト
３
（
B
O
D
値
八
・

六
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
で
あ
る
と
判
明
（
建
設
省
調
査
）

2
9
―
市
長
、
白
山
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
に
ド
イ
ツ

銀
行
の
ハ
イ
テ
ク
・
ビ
ル
建
設
、
西
ド
イ
ツ
の

先
端
技
術
企
業
の
入
居
が
内
定
し
た
と
発
表

薬
白
書
）
。
６
―
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン

テ
ニ
ス
選
手
権
で
ポ
リ
ス
・
ベ
ッ
カ

ー
(
西
独
）
が
史
上
最
年
少
（
1
7
）

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。
1
0
―
米
価
審
議

会
、
生
産
者
米
価
の
据
文
置
き
や
む

な
し
と
の
答
申
。
1
2
―
自
治
省
、
地

方
自
治
体
職
員
の
適
正
配
置
定
員
モ

デ
ル
公
表
。
1
3
―
レ
ー
ガ
ン
米
大
統

領
。
ポ
リ
ー
プ
切
除
手
術
。
▽
ア
フ

リ
カ
飢
餓
救
援
ロ
ツ
ク
・
コ
ン
サ
ー

ト
「
ラ
イ
ブ
ー
エ
イ
ド
」
（
ロ
ン
ド

ン
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
。
1
7
―

　
「
選
挙
当
時
、
最
大
四
・
四
〇
倍
の

　
一
票
の
格
差
は
憲
法
の
選
挙
権
の
平

等
要
求
に
反
し
て
い
る
」
と
し
て
、

現
在
施
行
中
の
衆
議
院
定
数
配
分
規

定
は
違
憲
（
最
高
裁
判
決
）
。
2
0
―

　
「
拘
置
中
の
死
刑
囚
に
刑
の
時
効
は

進
行
せ
ず
、
時
効
は
完
成
し
な
い
」

と
最
高
裁
初
判
断
。
2
1
―
医
学
的
治

療
を
必
要
と
ナ
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
患
者
は
全
国
で
二
二
〇
万
人
以
上

と
推
定
（
厚
生
省
調
査
）
。
2
2
―
行

革
審
、
「
行
政
改
革
の
推
進
方
策
に

関
す
る
答
申
」
提
出
。
2
6
―
国
鉄
再

建
監
理
委
員
会
、
全
国
六
分
割
・
民

営
化
を
中
心
と
す
る
最
終
答
申
を
首

相
に
提
出
・
▽
長
野
市
上
松
地
区
で

大
規
模
な
地
滑
り
、
民
家
約
七
〇
戸

倒
壊
。
2
8
―
訪
問
販
売
品
の
購
入
で

被
害
を
受
け
た
人
五
九
％
（
総
理
府

の
消
費
者
問
題
世
論
調
査
）
。
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